
匠
賜
尚
」

　
　
　
市
外
－
上
野
丘
と
県
立
図
書
館

　
平
成
十
五
年
（
二
〇
〇
三
）
十
一
月
二
目
（
目
）
、
平
成
十
五
年
度

市
外
（
大
分
市
）
史
跡
見
学
会
を
開
催
し
た
。
参
加
者
教
は
五
〇
名
。

午
前
は
大
分
市
金
他
の
万
寿
寺
、
上
野
丘
の
円
寿
寺
お
よ
び
金
剛
宝
戒

寺
を
見
学
し
、
宗
尊
幸
さ
ん
の
説
明
を
拝
聴
し
同
住
職
を
囲
ん
で
記

念
写
真
を
撮
っ
た
。

　
午
後
は
大
分
県
立
図
書
館
へ
行
き
、
平
成
十
五
年
度
秋
季
企
画
展
記

念
講
演
会
に
参
会
、
県
立
先
哲
史
料
館
主
任
研
究
員
鹿
毛
敏
夫
氏
の
報

告
・
「
大
友
水
軍
と
環
シ
ナ
海
世
界
」
、
及
び
東
京
大
学
大
学
院
教
授

村
井
章
介
氏
の
講
演
・
「
鉄
砲
伝
来
と
大
分
」
を
聴
講
し
た
。
次
い
で

館
長
の
案
内
に
よ
り
図
書
館
内
を
見
学
、
一
階
展
示
室
で
平
成
十
五
年

度
秋
季
企
画
展
・
「
大
友
水
軍
」
を
見
学
し
て
、
一
七
時
頃
別
府
へ
帰

着
し
た
。

《
見
学
会
感
想
》

　
　
歴
史
の
道
を
尋
ね
て
　
　
　
　
安
光
良
子

秋
晴
れ
の
も
と
、
別
府
史
談
会
市
外
史
跡
見
学
会
に
非
会
員
（
会
員

の
妻
）
と
し
て
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
バ
ス
は
十
号
縁
ぞ
い
の
山
並
み
、
宇
佐
平
野
を
見
な
が
ら
一
路
歴
史

博
物
館
へ
。
「
南
無
阿
弥
陀
仏
―
浄
土
へ
の
道
」
を
渡
辺
先
生
の
説
明

を
聞
き
な
が
ら
拝
見
し
、
六
、
七
百
年
前
の
人
々
の
念
仏
の
声
を
私
に

ま
で
届
け
て
下
さ
っ
た
は
か
ら
い
に
改
め
て
感
謝
し
、
ま
た
一
真
宗
寺

院
の
坊
守
と
し
て
も
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

　
ス
つ
い
て
宇
佐
神
宮
、
大
善
寺
へ
。
こ
こ
で
は
寺
庭
様
か
ら
湯
茶
の

接
待
を
受
け
、
ほ
っ
と
安
ら
い
だ
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
自
坊
で
は
、

桜
の
季
節
の
み
で
す
が
、
年
中
で
は
大
変
だ
ろ
う
な
と
思
い
つ
つ
感
謝

し
な
が
ら
戴
き
ま
し
た
。

　
一
服
の
後
、
大
楽
寺
へ
。
本
尊
の
弥
勒
仏
と
秘
宝
ま
で
拝
観
出
来
、

こ
れ
も
こ
の
会
な
れ
ば
こ
そ
で
、
う
れ
し
く
思
い
ま
し
た
。

　
大
楽
寺
を
後
陥
、
バ
ス
は
刈
り
取
ら
れ
た
田
圃
の
中
を
走
り
青
宇
田

の
画
像
石
へ
、
こ
こ
を
見
き
き
す
る
の
は
初
め
て
で
、
民
衆
の
熱
い
信

仰
心
が
、
こ
の
よ
う
な
形
で
残
っ
て
い
る
こ
と
に
感
動
し
ま
し
た
。

　
次
の
長
安
寺
は
三
度
目
で
し
た
が
、
い
つ
来
て
も
裏
山
の
景
観
に
は

ほ
っ
と
し
ま
す
。
ま
た
法
箇
卵
塔
、
そ
し
て
い
つ
も
石
段
の
上
は
と
思

い
な
が
ら
も
行
け
な
か
っ
た
百
四
十
段
の
階
段
を
の
ぼ
り
、
国
東
塔
を

拝
見
出
来
た
こ
と
に
は
、
何
よ
り
も
満
足
を
お
ぼ
え
ま
し
た
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
見
学
会
に
ご
縁
を
い
た
だ
き
、
あ
り
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